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本PDFは、2026年1月17日に株式会社COMPASSが開催したオンラインイベント
「一歩先の“主体的な学び”」において
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※記載の情報はイベント開催時点のものです。

イベント参加者の皆様との情報共有のために展開させていただいているものですので、
資料・資料内の情報の無断転載はご遠慮ください。

また、本セッションの様子はキュビナ公式Youtubeチャンネルに公開しています。
PDF内でご紹介できない動画の内容もご確認いただけますのでぜひご覧ください。
https://youtu.be/D2s9ReMqd_w

※記載の情報、登壇者に関する情報はイベント開催時点のものです。
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プログラム構成

● 蓑手೿生より実践紹介
● 山本೿生より実践紹介

● トークセッション

次期学習指導要領改訂に向けて考える
“主体的な学び”と“೿生の役割”とは



ゲスト実践紹介



蓑手೿生より
実践紹介



主体性を育む環境をどうつくるか
ー授業編ー

ヒロック初等中等部
蓑⼿ 章吾

学校経営×授業改善セミナー



◆調布市立調和小学校（245624） 

　・教師道場（国語） 

　・市教研（生活総合部）部長 

◆杉並区立済美養護学校（中23小56） 

　・特別支援免許を取得 

◆小金井市立前原小学校（6656） 

　・大学院修士課程を修了 

　　（人間発達科学） 

◆HILLOCK初等部を創設（2022年4月） 

　・４校の総合運営 

　・世田谷校の初代スクールディレクタ－（校長） 

　・国立東京学芸大学2023年度非常勤講師 

　・文部科学省学校DX戦略アドバイザー 

　・文部科学省AI活用英語強化事業メンター 

　・デジタル庁デジタル推進委員 





主体性 自主性



「地獄への道は善意で敷き詰められている」

テストで点数をとってほしい

汎用的な知識に繋げてほしい

学び方を身につけてほしい

学びの楽しさを知ってほしい

礼儀やマナーも身につけてほしい



「地獄への道は善意で敷き詰められている」

テストで点数をとってほしい

汎用的な知識に繋げてほしい

学び方を身につけてほしい

学びの楽しさを知ってほしい

礼儀やマナーも身につけてほしい



教えすぎない



生活経験との差異

馬鹿にされない
空間

すぐに/安全に
調べられる

１つ知ると、
２つ疑問が生まれる

自分で見つけた
自分だけかも感



生活経験との差異

学ぶためのコンテ
ンツが選べる

調べる手段があ
る

シェアする
手段がある

問いや気づき
のシェア

時間や空間を
拡張できる



学びをデザインする高度な専門性

間違えても大丈夫な関係性
（正解なんてない、「そもそも正解って何？！」）

見取りと適切な足場かけ
（難易度調整を学習者に譲り渡していく）

成長実感を得られるシステム
（昨日より今日、今日より明日）



山本೿生より
実践紹介



山本 崇雄   Takao YAMAMOTO　                      1/17/2026 

横浜創英の学校改革を 
「3つの条件」で実装する 
　― Excellence × Equity × Feasibility ―



プログラミング教育 国際理解教育

主権者教育

統計・データ活用（理数教育の充実）

情報活用能力・情報モラル
消費者教育

金融経済教育
キャリア教育

ESD／SDGs

個別最適な学び／協働的な学び
STEAM教育 防災・安全教育

道徳（「考え、議論する道徳」）

探究的な学び



ベネッセ・東京大学共同調査2022年



勉強は与えられるもの



“馬を水辺に連れて行くことはできても、 
水を飲ませることはできない。”

You can lead a horse to water, but you can't make it drink.



横浜創英の学校改革



横浜創英の学校改革
建学の精神 since 1940

「考えて行動のできる人」の育成
最上位目標

① 当事者意識を育てつつ「学び」「学校運営」を生徒主体に移譲 
② 実学的な学びで生徒と社会をつなぎ、社会に貢献できる人材育成 



令 和 ７ 年 ９ 月 5 日中 央 教 育 審 議 教育課程企画特別部会　論点整理

働き方改革 
業務を見直し 
教師の時間を創出
議論の土台

カリキュラム
改革 

新しい時間割の 
枠組みを構築
環境設計

学び方改革 
生徒の主体性を 
育む授業へ
最終ゴール

１

２３



働き方改革 
業務を見直し 
教師の時間を創出
議論の土台

①最上位目標の合意
②働き方改革 
　４項目14事項の改革 
　　分掌改革⇨目標達成のための意思決定重視 
　　・マネジメント　　　 
　　　教務、総務、キャリア支援、入試広報 
　　・生徒支援協議会（学年主任） 
　　会議改革⇨16:30に帰れる職場
③新しい教育に対する対話の時間の創出

持続可能な学校改革



カリキュラム
改革 

新しい時間割の 
枠組みを構築
環境設計

当事者意識を育てつつ「学び」「学校運営」を 
生徒主体に移譲

生徒一人ひとりが目標達成のために 
「いつ」「どこで」「誰と」「何を」「どうやって」 
学ぶかを自己決定する仕組みを整える



個人目標

共通目標

今の 

自分

What 
何を

Who 
誰と

How 
どうやって

Where 
どこで

PUBLIC RELATIONS
自己決定 倫理観（誰も取り残さない） 

双方向コミュニケーション 
自己修正

AAR学習サイクル

ANTICIPATION 見通しを持つ 
ACTION 行動する 
REFLECTION 振り返る

戦略的学習力
目標設定

メタ認知

プロセス重視

個人と社会の 
WELL-BEING

自立

自律

DE & I
DIVERSITY 多様性 
EQUITY 公平性 
INCLUSION 包括性

エンゲージ 
メント アウトプット

主体性を育む軸となる考え方

生徒個人が自分で設定した目標

　　教師が設定した目標 
　　単元目標、テスト範囲など
生徒全員に身についてほしい知識やスキル

生徒それぞれに発見 / 確立してほしい独自の内容 
自分の特性やより大きな目標に応じた学びのスタイルや 
ゴール、教科を学ぶ意味

できていることを知る 
できていないことを知る 
目標に向けて適切な手段を知る



自由選択中心必履修

自由選択中心 自由選択中心

自由選択中心 自由選択中心

高１

高２

高３

卒業に必要な単位＝74単位 
必履修科目単位＝35単位 

学校外における学修の単位認定=36単位

前期 後期

学年混合

学年混合

半期認定／「数学Ⅰ」と「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」
を３単位→２単位に減単 



中学校

グローバルコース

高１前期 高１後期 高２前期 高２後期 高３前期 高３後期

中学校

サイエンスコース

高１前期 高１後期 高２前期 高２後期 高３前期 高３後期

高１前期

特進フロンティアコース

高１後期 高２前期 高２後期 高３前期 高３後期

カリマネ

カリマネ

カリマネ カリマネ

カリマネ

カリマネ

カリマネ カリマネ カリマネ カリマネ

カリマネ カリマネ カリマネ カリマネ

カリマネ カリマネ カリマネ カリマネ

カリマネ（カリキュラムマネジメント） 
横浜創英では、常に「なりたい自分」を意識しながら、主体的に学ぶ力を育て
る仕組みとして、カリマネを導入しています。自分の夢や目標をもとに、次の
学期に「何を学ぶか」を自ら考え、自由選択科目を選択。その自己決定を繰り
返しながら、世界に一つだけの“自分の時間割”をつくり上げていきます。

選択を繰り返すカリキュラム
サイエンスコース（中高一貫） 
問題発見解決型の探究。 
身近な疑問や社会の課題から自らテーマを見つけ、
探究を進めていきます。仮説を立て、検証する――
そうした科学的な思考プロセスを大切にしながら、
深く考え、答えを導く力を育てます。

グローバルコース（中高一貫） 
課題設定解決型の探究。 
あらかじめ設定された課題に対して、仲間と協働し
ながら解決策を探る学びです。世界に視野を広げ、
多様な価値観を尊重しつつ、対話を通してよりよい
答えをつくり出す探究活動を行います。 

特進フロンティアコース（高校入学） 
対話創造解決型の探究。 
高校1年で探究の学び方の基礎を身につけ、高校2年
以降は自らテーマを設定。対話を重ねながら新たな
価値や解決策を創り出し、これからの社会を創造
し、切り拓く力を育てます。 

コースの違いは、探究の時間の学び方にあります。その他の教科
学習はコースや学年を超えて「自分の時間割」を学びます。



エンゲージメント
月間

インプット
小アウト
プット アウトプット月間インプット

小アウト
プット インプット

小アウト
プット

学期の学びのイメージ

自律学習 自律学習 自律学習

4月、10月 9月、２、３月
単元テスト 単元テスト 単元テスト

期末考査 
授業内発表など

この単元で 
何を学んだの？

この単元で 
何を学んだの？

この単元で 
何を学んだの？

この学期で何を学んだの？





生徒一人ひとりが目標達成のために 
「いつ」「どこで」「誰と」「何を」「どうやって」 
学ぶかを自己決定する授業形態を工夫する

学び方改革 
生徒の主体性を 
育む授業へ
最終ゴール

主体的：自ら問い、見通しを持ち、振り返りながら学ぶ 
対話的：友だちや教師、教材との対話を通して、思考を  
              広げる 
深い学び：知識・技能を関連づけ再構成し、自分の考え 
　　　　　をつくり、課題解決・創造へ



目標設定

メタ認知

手段の選択











Self-Paced Learning Stamp Map　＊順番自由、何度やってもOK。 January - March 2023 /Jr 1

Start

教科書 
教科書を見て音読 
Lesson 8 Get 1

自分 先生

教科書 
絵を指差し音読 
Lesson 8 Get 1

自分 先生

教科書 
教科書を見て音読 
Lesson 8 Get 2

自分 先生

教科書 
絵を指差し音読 
Lesson 8 Get 2

自分 先生

教科書 
単語、文の意味が分かる 
Lesson 8 Get 1

自分 先生

教科書 
単語、文が書ける 
Lesson 8 Get 1

自分 先生

教科書 
単語、文の意味が分かる 
Lesson 8 Get 2

自分 先生

教科書 
単語、文が書ける 
Lesson 8 Get 2

自分 先生

教科書 
単語、文の意味が分かる 
Lesson 8 Read

自分 先生

教科書 
教科書を見て音読 
Lesson 8 Read

自分 先生

教科書 
単語、文が書ける 
Lesson 8 Read

自分 先生

教科書 
単語、文の意味が分かる 

GET Plus 6

自分 先生

教科書 
友達とロールプレイ 
GET Plus 6

自分 先生

Project 
下書き

自分 先生

Project 
発表できる

自分 先生

Qubena 
中１Cando 18

自分 先生

Qubena 
中１Cando 19

自分 先生

Qubena 
中１英文法10 
疑問詞

自分 先生

Qubena 
中２英文法１ 

will / be going to

自分 先生

Qubena 
中１Cando 2  

look

自分 先生

英検 
内容は自分で書く

自分 先生

英検 
内容は自分で書く

自分 先生

英検 
内容は自分で書く

自分 先生

その他 
内容は自分で書く

自分 先生

その他 
内容は自分で書く

自分 先生

その他 
内容は自分で書く

自分 先生

その他 
内容は自分で書く

自分 先生

その他 
内容は自分で書く

自分 先生

Goal 
今学期の学びは完了！

自分 先生

１年___組_____番 
氏名_______________

自分：タスクが完了したらサイン、スタンプ　先生：タスクが完了したら先生に報告（音読、プレゼンなどは実演）







文化祭の出し物の話し合い 
屋台（焼きそば）８割 

vs 
ミュージカル　２割



パブリックリレーションズを取り入れた対話の手順

①誰も取り残さない
「目標」を立てる 

②目標達成のための 
ステークホルダーを 
意識する

③多数決を使わず対話を
繰り返し手段を決定する 

④意見が対立した
ら「目標」に戻る 





教室の中の多様性 
小学校35人学級の場合

DE & I



DE & I
diversity 多様性 
equity 公平性 
inclusion 包括性

最大多数の最大幸福 →最大多様の最大幸福 



目標設定

メタ認知

手段の選択



メタ認知

目標設定
学びのミライ地図

AS IS

TO BE

(AS IS TO BEシート)

Gap （課題）

Gap （課題）Action （行動）



中１国語



目標設定

メタ認知

手段の選択



メタ認知

目標達成のために 
何ができて、 

何ができないか。 
「できない」を 
「できる」に変える 
手法は何か。

手段の選択



先生から学ぶ 個で学ぶ(AI、問題集） 教え合いながら学ぶ

英会話を学ぶ プログラミングで学ぶ マインクラフトで学ぶ

「何を」「誰と」「どのように」「どこで」学ぶかを自己決定する

英語科の例



令 和 ７ 年 ９ 月 5 日中 央 教 育 審 議 教育課程企画特別部会　論点整理

働き方改革 
業務を見直し 
教師の時間を創出
議論の土台

カリキュラム
改革 

新しい時間割の 
枠組みを構築
環境設計

学び方改革 
生徒の主体性を 
育む授業へ
最終ゴール

１

２３



“馬を水辺に連れて行くことはできても、 
水を飲ませることはできない。 
でも、水場を整えれば 

必ず自分で水を飲むようになる”
You can lead a horse to water, but you can't make it drink.

But if you furnish the watering place, 
they will surely drink on their own.



トークセッション



140中央教育審議会  初等中等教育分科会 教育課程企画特別部会　論点整理より
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テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装　

（Excellence）



142

テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）

主体的：　自ら問い、見通しを持ち、振り返りながら学ぶこと

対話的：　友だちや教師、教材との対話を通して思考を広げること

深い学び：　知識・技能を関連づけて再構成し、
　　　　 課題解決や創造につなげること



143

テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）

「主体的・対話的で深い学び」の実践において

子どもたちにどのように自由を委ねるか？



144



145

テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）

学校全体で「主体的・対話的で深い学び」

を実装するための

組織としての支援や文化づくりとは？



146



147

テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）

子どもたちの「主体性」

をどう見取るか？
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149

テーマ１

主体的・対話的で深い学びの実装（Excellence）

「主体的・対話的で深い学び」

における探究学習の役割について



150

COMPASSの探究学習プログラムについて

教科単元と実社会が紐づくテーマを題材にした探究学習プログラムを
企業パートナー様連携のもと、学校・೿生向けに無償でご提供しています。



151

テーマ２

多様性の包摂　

（Equity）



152

テーマ２

多様性の包摂（Equity）

多様な理解度・興味・特性の子どもたちが

ともに・自分らしく学べる学びのデザインとは？



153

テーマ２

多様性の包摂（Equity）

「多様性の包摂」を学校として実現するための

学校経営のありかたとは？
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155

テーマ３

実現可能性の確保　

（Feasibility）



156

テーマ３

実現可能性の確保（Feasibility）

多忙な学校現場で

「主体的・対話的で深い学び」や「多様性の包摂」を

継続的に実現するには？



157

テーマ３

実現可能性の確保（Feasibility）

新しい学びのかたち・実践を

学校全体に根づかせるために、

組織として注意すべきポイントは？
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159

追加質問

主体的な学びの実現に向けて、

生成AIをどのように活用すべきか？



160

参加者の皆さんへ

メッセージ



#


